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特三巨準蔓草医療
受給著書正申言古について

副支部長　渡卑小夜子

に対して｢交付申請書｣を郵

たが､圏の医療制度の様々
は異なります｡現在､釧鴇

孟豊志望望."1.皇子望二.2_塁4年轡こは着くとのこと､
~ 'J　■ IJ　】JJ-⊥F]JL'只VLVcLノ白＼こU)しこと､

到着次第､申請の手続きをすみやかにすすめましょう｡

ぉ管主詔等誓姦訴訟諸表お題讐豊野鵬より届いて

1 ､個人調査票について

現在5暗愚r国43 ･道7 )で使用中の新規及び継続申請時

惣葦差違菖評詣裁量を髭野望㌘査個人票｣
2･継続交付申請について

墓%1号讐粁謀議腰習熟鮎潤譜
･ 14年･ 17年など3年度ごとに限って添付することになりま

主義た姦空海諾躍) (識筈揖澗詣獄
票｣での申請となります｡

3､中間年度の申請について

慧哲等配転逓増全書潤散豊富雷管詑こ
r劇症肝炎､重症急性肝炎を除く)
｢特定疾患病状報告書｣提出年度は､平成12年･ 13年･ 15年
･ 1時など中間年度に限って添付することになります｡

4､ ｢臨床調査個人票｣の取軌､

i:-∵二∴~-_:-- tt: ∴二,=:∴二:

5､同意書について
平成11年4月1日以降に提出される新頬又は細続申請の際の
臨床調査個人票は研究肌こ議付きか　嬉産は江允爪九止爪廿rt.htl訓示調査個人票は
資料として使用さ
となりますo　なお
審査に影響はありませ天衣一着重要訪台蒜蒜菜義芸等芸誓uCJ
とから同意が得られるよう周知してくださるようお願いいた
します｡
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研究弧こ送付され･疾患研究のための基礎
れることについての同意書(任意)が必要
･同意書がなくても､新規及び継続申請の
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勅子年交流会のお矢口らせ

釧路支部長　佐　藤　信　洋

明けましておめでとうございます｡お正月はいかがお過ごしにな
りましたでしょうかo
さて･患者･障害者などにとっては､大変厳しい状況の､国の政
策の変革が続いています0 1 999年は､どのような展開になって
いくのか目を離せませんo福祉行政がこれ以上後退する事のないよ
う共に力を合わせ､明るい明日を目指し､すすんでいきましょう｡
｢新年交流会｣を､下記の通り行います｡普段､仲々話をするこ
とのない患者同士の話し合いと交流の場ですo
体調を整えて､是非ご出席下さいますようお待ちしております｡

*E]　　時

*場　　　所

*参　加　費

*内　　　容

記

平成11年2月6日(土)正午12時

釧路市厚生年金福祉会館3階小ホール

2, 000円　(お一人様)

･ヴァィオリン演奏(友情出演)

菅　野　絹　子　　さま

-　菅野ヴァィオリン教室主宰･

･お楽しみゲーム他､盛り沢山

◇参加される方は､各部会代表者に申し込んで下さい｡
◇部会代表者は､ 1月30日までに出席者をまとめて､
【小栗副支部長(TEL24-3324) 】に連絡して下さい｡
◇尚､部会のない方は､
【佐藤支部長俸わやか釧踊) TEL 25-2O12番】に

1月30日までに､直接申し込んで下さい｡



全国琴%9-㌔実讐亀孟C予知

北海道難病連釧錆支部
副支部長小　栗　恒　穂

蓑豪琵鉄鉱譜霜三二線の自然豊かな高知
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空位で､釧路人には暑くて暑くて､コートはロッカー
ら見る光景は､軌､っぱいの田畑が広がり､沿道には
ら右.l士Ttl,n土4.､JJ_7-, ､サ

りま
央の小高し

廻っ
高知
歳月をかけて築いた
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厚
岸
･
浜
中
支
部
設
立
二
十
周
年

記

今

心

行

事

に

参

加

肌

し

て

事

務

局

長

　

青

　

田

　

典

　

子

十
月
二
十
五
日
(
旦
雨
の
中
､
支
部
役
員
七
名
と
共
に
宣
序

で
行
わ
れ
た
､
t
芋
周
年
記
念
行
事
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
｡

厚
岸
へ
の
往
復
の
車
中
で
は
'
日
頃
忙
し
く
動
い
て
い
る
役
員

さ
ん
達
の
情
報
交
換
の
場
と
な
り
･
記
念
行
事
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
､
支
部
役
員
の
親
睦
を
深
め
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
｡

行
事
の
中
心
に
『
高
齢
者
･
障
害
者
と
共
に
暮
ら
す
｢
ま
ち
づ

く
り
｣
』
と
亭
っ
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
'
さ
ま
ざ
ま
な

人
間
が
共
に
社
会
の
中
で
豊
か
に
生
活
し
て
い
く
為
に
､
厚
岸
町

は
､
ど
の
よ
う
に
町
づ
く
り
を
し
て
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
､

興
味
深
く
聞
い
て
V
/
ま
し
た
｡

難
病
を
抱
え
た
患
者
自
身
が
中
心
の
会
で
､
二
十
年
間
活
動
し

続
け
る
と
l
号
こ
と
は
'
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
.
厚
岸
･
浜
中
支
部
を
享
見
て
来
た
､
初

代
支
部
長
の
小
柳
さ
ん
･
硯
支
部
長
の
田
宮
さ
ん
他
､
役
員
の
皆

釧

根

m

u

ま

わ

り

ノ

A

石

か

ら

ノ

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
蟹
玉
北
海
道
支
部

釧

路

分

会

　

諸

　

橋

　

国

　

明

さ
ん
太
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
｡

四
月
±
日
(
圭
釧
路
市
福
祉
会
館
に
お
い
て
'
平
成
十
年

度
｢
釧
根
ひ
ま
わ
り
会
｣
第
十
四
回
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
｡

出
席
者
は
少
な
か
っ
た
が
'
難
病
連
釧
路
支
部
よ
り
佐
藤
信
洋

様
と
小
栗
恒
穂
様
が
出
席
さ
れ
･
佐
藤
支
部
長
よ
り
励
ま
し
の
お

二
重
を
頂
き
､
会
員
二
同
心
強
く
年
度
の
出
発
を
し
ま
し
た
｡

例
会
は
･
野
遊
会
･
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
年
間
行
事
と
､
正
月
を

除
い
て
毎
月
第
一
土
曜
日
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
｡

例
会
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
み
る
と
'
日
々
の
生
活
の
中
で

洗
腸
さ
れ
て
い
る
方
が
'
自
然
派
を
上
回
っ
て
い
る
の
で
は
?
､

と
思
わ
れ
ま
す
｡

野
壁
〒
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
､
そ
れ
ぞ
れ
時
期
が
違
い
'
ま
た

野
外
と
屋
内
の
行
事
に
な
り
ま
す
が
'
病
気
を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ

ど
,
会
員
は
楽
し
そ
う
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
｡

オ
ス
ト
ミ
ー
北
海
道
支
部
主
催
　
『
社
会
生
活
適
応
訓
練
講
習

会
』
で
は
､
講
師
に
釧
路
労
災
病
院
佐
々
木
尭
竿
河
野
先
生

の
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
た
お
話
に
･
手
術
し
て
二
か
月
と
云
う
患
者

さ
ん
も
,
洗
腸
に
つ
い
て
の
疑
問
を
解
か
れ
て
帰
ら
れ
ま
し
た
｡

こ
れ
か
ら
も
-
交
流
･
学
習
会
を
続
け
て
参
り
ま
す
｡
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平
城
十
年
九
月
十
九
日
釧
路
福
祉
会
讐
於
い
て
,
遺
筆

は
初
め
て
の
交
流
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
｡

筋
萎
縮
性
別
索
硬
化
症
(
A
L
S
)
の
､
家
族
･
遺
族
な
ど
､

三
十
五
人
程
か
参
加
し
､
違
左
の
会
々
長
の
吉
岡
撃
貰
ん
の

父
J
L
t
さ
ん
と
ー
事
稽
局
の
三
浦
さ
ん
等
が
､
札
幌
か
ら
出
席
さ

れ
､
切
実
な
問
題
や
悩
み
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
o

ま
た
二
力
災
病
院
神
経
内
科
田
島
郡
長
様
が
-
ス
ラ
イ
ド
で

病
気
の
説
明
を
し
･
｢
誓
言
希
望
を
捨
て
ず
-
リ
ハ
ビ
リ
な
と

に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
｣
と
強
調
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
c

A
L
S
と
云
う
病
気
は
､
｢
難
病
の
中
の
難
病
｣
と
云
わ
れ
て

奇
書
よ
う
で
､
リ
ウ
マ
チ
も
そ
う
で
す
が
､
本
人
は
勿
論
-

r

]

･

ヽ

I

ト

て

　

､

ノ

　

]
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､

:

｣
小
人
流
･
相
談
A
京
に

参

加

し

て

上

　

村

　

直

　

子

益
々
､
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
中
,
新
し
い
年
を
迎
え
,
皆
さ
ん

い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
､
?

私
は
､
昨
年
の
七
月
に
友
の
会
に
入
っ
た
ば
か
り
l
･
J
,
十
1
月

七
日
に
行
わ
れ
た
.
交
流
･
相
談
会
に
も
初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
o

時
間
は
､
午
後
蒔
三
十
分
か
ら
と
享
っ
こ
と
で
､
皆
さ
ん
と

家
族
も
大
変
辛
い
状
況
に
な
る
と
亭
っ
こ
と
で
し
た
｡
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ノ

ソ

一

三

一

り

と
の
よ
う
な
形
で
あ
れ
､
支
援
を
続
け
て
行
か
な
け
わ
は
な
ら

な
い
ー
患
者
会
の
…
去
る
こ
と
を
強
く
知
ら
さ
れ
ま
し
た
U

難
病
遁
釧
指
支
部
と
し
て
も
､
会
員
1
<
丈
が
､
加
盟
し
て

い
る
他
の
部
会
の
こ
と
に
も
､
思
い
を
讐
る
こ
と
は
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い
-
し
､
そ
の
こ
と
が
､
難
病
連
の
大
き
な
役
割
で

は
な
い
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
古
で
し
た
o

●

遅
め
の
昼
食
を
と
り
､
そ
の
後
に
自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
亡

皆
さ
ん
も
､
や
は
り
長
い
間
､
病
気
と
付
き
合
っ
て
い
る
ん
だ

な
あ
と
実
感
し
ま
し
た
｡

私
は
､
人
見
知
り
を
す
る
方
な
の
で
,
皆
さ
ん
と
は
､
余
り
お

話
が
で
出
来
な
か
っ
た
け
れ
ど
､
明
る
い
方
達
ば
か
り
で
､
私
の

緊
張
も
ほ
ぐ
れ
ま
し
た
o

皆
さ
ん
の
休
の
状
態
な
ど
を
聞
き
､
私
も
勉
強
に
な
り
良
か
っ

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
｡

何
よ
り
､
保
健
婦
さ
ん
が
若
く
て
､
垂
麗
な
方
た
っ
た
の
に
は

f
番
ヒ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
｡

こ
れ
か
ら
も
､
ま
た
･
交
流
の
場
に
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
､
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
の
私
で
す
が
,
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
.
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北海道新聞･釧路･夕刊
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原
因
不
明
で
治
療
法
か
確

ユ
ー
-
盲
p
T
l
 
r
l
て
い
な
い
難
病
の
患

者
凹
休
の
設
立
か
､
釧
柑
･

眼
妄
管
内
で
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と
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重
要
に

制
を
理
由
に
､
回
が
五
月
か

ら
､
道
が
八
月
か
ら
匡
横
賢

の
1
部
自
己
負
担
を
蝶
入
o

佐
藤
支
部
長
は
二
部
自

己
負
担
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導
入
な
ど
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よ
り

難
病
愚
者
を
取
り
巻
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環
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し
く
な
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7
万
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お
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'
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自
己
負
担
を
こ

れ
以
上
重
く
さ
せ
な
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よ
う

患
者
同
士
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手
を
携
え
て
､

声
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げ
て
い
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な
け
れ
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な
ら
な
い
｣
と
'
団
体
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互

の
交
流
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必
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を
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い
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会
道
支
部
道
東
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会
~
全
国
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ン
病
友
の
全
道

支
部
釧
路
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全
国
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無
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友
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支
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連
絡
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の
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今
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に
も
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多
発
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友
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発
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こ
の
十
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に
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病

友
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催
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狙
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8月30日旧) 9月3日休) 剄s令名 �1日～12月31日 場所参加数 

さわ字面儲｣第-EgI,A,L貝会 釧耶鍵監表語録離望- 凾ｳわやか釧鞘事務所10名 

釧祐キャッスルH 釧路市福祉会館 剪�9�ﾂ�C9kﾂ�肋コ=｣ 5日仕)露抱安吾崖転成集会 6日旧)難病. 

内達本 劍ﾅ:)>���&9k9{���j2�羅臼町 剴#�kﾂ�

旧) 19日(土) ��ﾂ���ﾈ5%ｦ｢�8ﾈ4�8ｨ4rﾘ5h8�92�晶産品ツブHげ諾ル毒) 剴sykﾂ�

S(肋萎縮胡悪賢貨鮎 劍ｿｩu8�9Y�4��� 

10月17日(土) 24日仕) 瀞�ﾝy[ﾘ夊ｮ9Uﾈﾇﾂ顋�kﾈﾟ*2�7�ﾘ4ﾈ985ﾈ99V��9|8ﾗX�橙�剴cJ石棺 釧路市国際交流センター 剴3Ykﾂ�洩ﾂ�

11月14日r土) 劔釧路プリンスH 剴Sikﾂ�へ-チエ差招矢-喜酸集A 劍ｿｩ;ﾈ�9Y�8檍ｭ��ﾘ)&ﾘ�2�� 

15日旧) 唏8ﾘ�ｸ耳5(黷�mｩgｸ�9z�����eﾙOI�ﾉ)x孑�*ﾓ���劔�#冖ﾂ�ｿ｣�kﾂ�

=こ=て〈 
■月日 白�皦ﾜ8�"�>�vR�ｬﾈ乘th,ﾈ檄(ｬﾈ4ｸ98ﾉ��d�2�剞¥カ＼ノ 場所 嘉一rA 剋Q加数 

8月22日(土) 

13日伯) 10月3日(土) 11月7日(土) 15日(日) 薄ﾈ6ｨ�ﾈ5(,B�ｿｩ'估��堤)��&ｨ蓼��)r�6�5x8BﾙV�th,ﾈ檠.葦ｩ�ﾘ橙��ﾋIV�th,ﾈ檍ｿｩч&霎hﾏ�<x橙�刹垬H市福祉芯館 �99名 

釧鞘サティ- �20名 

釧路市福祉会館 � 

釧路市福祉会館 �1-名 

疋期会合芦介護保険講ニー-妄 剪���

<> 

予定月日 1月30日仕)31日伯) 剴��D��皦ﾜ8�"�>�vR�>���袷ｨ��&霎io�醜ﾊH�8橙�>��$(ｿｨｩ8迚YI�iD靠�zﾈ橙�ｬi��<Y�ｨ��y�9i(Xｾ�ｴ����ﾈ��?ｨ��8ﾈ�3�?｢��ｨ��� 

白糠町ホテル松屋 釧路市福祉会館 北海道難病センター (札幌市) 
2月6日(士) 

3月20日(土)21日伯) 

<>部会の主な活- 
月日 8月22日(土) 白�皦ﾜ8�"�>�vR�ｬﾈ乘th,ﾈ檄(ｬﾈ4ｸ98ﾉ��d�2�剞¥カ＼ノ 場所 釧路市福祉会館 剋Q加数 

13日伯) 10月3日(土) 11月7日(土) 15日(日) 薄ﾈ6ｨ�ﾈ5(,B�ｿｩ'估��堤)��&ｨ蓼��)r�6�5x8BﾙV�th,ﾈ檠.葦ｩ�ﾘ橙��ﾋIV�th,ﾈ檍ｿｩч&霎hﾏ�<x橙�劔99名 

釧鞘サティ- �20名 

釧路市福祉会館 �6名 

釧路市福祉会館 �15名 

疋期会合芦介護保険講ニー- 劔l����bp摘耳順市身障者センター50名 ◇今後-予定◇平成11年1月1日～3月31日 

日 1月30日仕)31日伯) 2月6日(士) 刹ﾊ催者.内容 劍�ｨ��

難病漣釦 難病達釦 丼9&霎io�醜ﾊH�8橙�mx迚YI�iD驟ｪH贇��僮(ﾖi*ﾈ7ｨ6X8ｸ鉙壺�ｿｩц�9Y�8檍ｭ��

3月20日(土)21日伯) 凅LIJLコ三 甲髄毒針実卵当着金軌 

北海道難病センター (札幌市) 

◇苛芸芸芸岩場至芸芸市身障者センター50名 
予定月日 ���D��皦ﾜ8�"�>�vR���ﾈ��?ｨ��8ﾈ�3�?｢��ｨ��

1月30日仕)31日伯) 2月6日(士) 
難病漣釦 難病達釦 丼9&霎io�醜ﾊH�8橙�mx迚YI�iD驟ｪH贇��白糠町ホテル松屋 釧路市福祉会館 

3月20日(土)21日伯) 淀ﾄ筈ﾈ5(蔗�ﾖ)��<Y�ｨ��y�9i(Xｾ�ｴ��

北海道難病センター (札幌市) 
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(平成10年10月1日現在)

団　　　　　　　体　　　　　　　名

�疾　病　名

�代　表　者

�述　絡　先

北海道腎臓病患者連絡協議会釧路地方腎友会

�腎　　堤　　病

�鈴木　安男北海道肝炎友の会釧路支部

�肝　　　　災

�小栗　垣穂
日本リウマチ友の会北海道支部釧路連絡会

�リ　ウ　マ　チ

�今野　悦夫全国同原病友の会北海道支部釧路地区連絡会

�膠　　原　　病

�渡部小夜子
北海道バージャー病友の会釧根支部

�バージャー病

�石井　　彰北海道小咄会釦|路地区連絡会

�ダウン症候群

�阿部　宏幸
北海道橋本病友の会釧路地区連絡会

�鳴　　本　　病

�内山田穴子
日本オストミー協会北海道支部釧路分会

�人工肛門・膀胱

�諸砥　国明全国パーキンソン病友の会北海道支部釧路ブロック

�パーキンソン病

�大内　神助
全国筋無力症友の会北海道支部釧路地区連絡会

�筋　無　力　症

�南洋　道男
北海道ベーチェット病友の会釧路支部

�ベーチェット病

�遠藤-源洽全国二分脊椎症児（者）を守る会釧路地区連絡会

�二分脊椎症

�石戸谷　豊
日本てんかん協会北海道支部道東分会

�て　ん　か　ん

�野渾美奈子
北海道多発性硬化症友の会釧路地区連絡会

�多発性硬化症

�細川　弥生
＊あすなろ会（個人参加難病患者の会）　＊乾廓の会＊再生不良性貧血患者と家族の会　＊全国心臓病の子供を守る会　＊旧道閉鎖症の子供を守る会　＊プラタナスの会（プラグ・ウィリ症候群親の会）　＊北海道AL

S {筋萎縮性側索硬化症）患者・家族の会準■会　＊北海道潰瘍性大腸炎・クローン病友の会　＊北海道後縦靭帯骨化症友の会　＊北海jn脊髄小脳変性症友の会　＊北海道胴吸症児を守る会　＊北海道低肺の会　＊北海道ヘモフィリア（血友病）友の会　＊未熟児網膜症から子供を守る会　＊もやもや病の患者と家族の会　＊筋ジストロフィー一郎会

北海道難病連釧路支部　　支部長　佐　　藤　　信　　洋　S
(0154) 25-2012 (rAX)
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l☆　国と道は､原因の究明と治療法の確立を急いで下さい//　l

:.二三}-I==;-I::?三二;-;-∵≡l-二一三=: ;
t☆　患者､障害児者の教育の選択権を親と子に/I I

…言霊≡芸芸迄芸喜芸≡去よ芸喜芸霊芝三';も早く′ノ　ミ
l☆　広く道民と手を結び明るい福祉社会を実現させよう/ノ　　　l
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